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2018年3⽉

平成30年西日本豪雨災害にて、自宅の2階床上10㎝まで浸水。自宅の再建をしながら、地域の支援活
動を始め、川辺復興プロジェクトあるくを結成。
バラバラになった住民のつながりの結い直しや真備町に帰ってきた人が安心して暮らすことができる
ように地域防災に力をいれている。
防災講演は1３0回を超え、代表的な番組としてNHK「明日をまもるナビ」「あさイチ」「NHKスペシャ
ル」など、テレビやラジオにも多数出演し、自身の経験をもとにイメージしやすく分かりやすい防災
を発信している。

災害の４ヶ⽉前

槙原聡美（まきはらさとみ）
総社市出身。
川辺復興プロジェクトあるく代表。（2018年10月発足）
川辺地区まちづくり推進協議会防災部長。（2010年〜）
保育士・防災士。
現在、高校1年生と高校３年生の子どもと夫+ワンコの
4人と1匹家族。



・川辺地区（約1700世帯）のほぼすべての家屋が全半壊。

・真備町内の災害死者数51名（関連死を除く）。そのうち6名が川辺地区住⺠。

・川辺地区には洪⽔時の公的避難所がない。

・⼩学校や真備公⺠館川辺分館も被災。物資や⽀援・情報が届きにくい。

・ほぼすべての住⺠が、川辺地区から離れることになり、コミュニティーが崩壊。



⼩⽥川

⾼梁川

末政川



LINEグループ「川辺地区みんなの会」
２０１８年7月9日作成

2018年8月末 200名
2019年1月末 556名
2020年9月末 約600名



平常時は ローカル情報やイベント情報
緊急時は 現状の共有と避難スイッチ



届きにくかった ⾷の⽀援

炊き出しが
大切な交流の場に

↓
心の栄養・生き抜く力

2018年8⽉末スタート



発災後、3か⽉で発⾜。被災した住⺠が中⼼となって活動。

メンバーは30代〜60代の⼥性。男性や⾼校1年⽣もいる。

地区の９９％が浸⽔。災害後の地域課題を軽減するために、炊
き出しや⽀援物資の受け⼊れと提供・サロンの開催などから始
め、ボランティアと被災住⺠の架け橋的存在となる。

・住⺠のふれあいやつながり、⽣きがいづくりに関する事業
・安⼼なまちづくりに関する事業（地域防災）
・⻄⽇本豪⾬災害の⾵化防⽌に関する事業

女性メンバー 1６名
男性メンバー ５名

合計 ２１名
2024年２月現在



災害後の課題の軽減
安⼼して集まることのできる場

つながり、⽣きがいづくり



地域⼒＝防災⼒

安⼼して暮らすことができる、
逃げ遅れゼロの川辺地区

帰りたくなる川辺
帰ってよかったと思える川辺

もう2度と、災害で命
を落としたり、怖い
思いをしたりする⼈
がいないように！



防災おやこ⼿帳 配布の準備作業 防災カフェ

多様な⽬線を⼤切に

様々な主体との連携
⾃分の地域の未来を考える

川辺みらいミーティング
防災意識の⾒える化で地域⼒UP!

⻩⾊いタスキ⼤作戦





声掛け・助け合いのある
やさしい地域づくりを⽬指して

⼦どもから⼤⼈まで
楽しさを盛り込んだ体験型防災研修

災害⼤国⽇本を⽣き抜く⼒と
知恵を養う⼦ども向け防災講座

⻄⽇本豪⾬災害の経験と後悔を
全国に向けて発信

楽しさを
盛り込み
⽇常使いの
防災へ



第９回
タスキ防災訓練・防災フェス

+
情報伝達訓練
アンケートの実施

第１０回

川辺防災チーム結成に
向けて

令和4年度

地域のみんなで 考える 学ぶ

第1回
自分にできること

第２回
マイタイムライン

第７回
タスキ・防災訓練

第８回
講演会

令和元年度

令和2年度

令和3年度

第４回
マイ避難先

第５回
防災まち歩き

第６回

防災まち歩き
報告会

第３回
避難スイッチ

第１１回
防災チーム結成会

タスキ防災訓練・防災フェス
+

情報伝達訓練

防災体験会
メスティン料理に挑戦令和５年度

毎⽉１回ずつ
「防災おしゃべり会」

「川辺ぼうさいチーム定例会」をし
て地区防災計画を作っています！



住居 2階建て 2階 １⼈
1階 22⼈

1階建て 1階 19⼈
屋外 屋外 7⼈

住宅流失 2⼈

真備町内の死者数51⼈（災害関連死を除く）

避難できな
かった

2階建て住居 要⽀援者など 19⼈
健常者 2⼈

1階建て住居 要⽀援者など 11⼈
健常者 5⼈

救助・呼びかけ活動中 ２⼈
避難した 避難後住居に戻った ６⼈

垂直避難をした 2⼈
避難所へ向かう途中 4⼈

2階建ての家でも、
1階部分で多くの⽅
が亡くなっている。

2階建ての1階で亡く
なった⽅の多くが、
要⽀援者である。



声掛けって意外と難しい！？から⽣まれた

2021年6⽉〜毎年、出⽔期を前に、タスキ
を活⽤した安否確認訓練と体験型防災フェ
スを開催。

⻩⾊いタスキは、メディアにも取り上げら
れ、県内外の地域で取り⼊れられている。



体験ブース ⻩⾊いタスキ訓練結果報告

地震について ⾹川⼤学の⾦⽥先⽣から教わろう

地域・⾏政・NPO・
企業・福祉・⼤学など

多様な団体との
協働開催が実現



防災おやこ⼿帳 配布の準備作業 防災カフェ

もっと学びたいを応援

くらしきジュニア防災リーダー養成講座
地域で育てる防災の芽

まなぼうさい
地域だからできる防災教育

川辺⼩学校 災害後や防災の取組講演



アメリカ⼤使館
ヒース⽒ 視察

楽しく学ぶ・体験する・⾃分の命を守るための知恵を⾝
に付ける。
⾃分にできることを具体的に考え、⾏動しようとする気
持ちを育てる。
⼦どもたち・保護者・講師・学⽣みんなで学び合う場。
倉敷市教育委員会、倉敷市の後援により、学校との連絡
がスムーズになり、地域での学びを学校につなげている。
特定⾮営利活動法⼈ピースウィンズ・ジャパンとUS 
AIDの協⼒で、バス研修や認定キーホルダー贈呈、防災
⾷などの費⽤協⼒も得られ、⼦どもたちの達成感や研修
内容の充実が図れている。

くらしきジュニア防災リーダー養成講座（３⽇間） 市内⼩学5年⽣対象（2021年〜）

保護者の満⾜度100%。受講によって、⼦どもの成⻑を
感じ、周りの⼈にも勧めたい講座として⼤好評。



地域団体（川辺地区まちづくり推進協議会・放課後⼦ども
教室）と協働開催。
楽しく知って、⾃分の考えを話したり、聞いたりすることで
学びを深める。

近所の⼈から学ぶことで、年代を超えたつながり作り。

中学⽣から○×クイズを出題。年齢が近いスタッフが関わる
ことで、⼦どもたちの興味が⾼まった。

保護者からも「防災⾷がおいしいことを⼦どもから教えても
らった」と、家庭で防災についての会話のきっかけになった。

まなぼうさい

⼿作りの教材で教える側も教わる側も防災の備えを⾃分事に。



被災経験のある⼦どもたちに配慮したうえで、⻄⽇本豪
⾬災害からの取組や教訓を伝える。

地域の活動を知ったうえで⾃分たちに何ができるのかを
考える学びの⼀端。

聞いた話をもとに、取組んだことをまとめて発表する発
表会に招待してくれたり、お礼の⼿紙をいただいたり、
川辺みらいミーティングで発表の動画を視聴したりなど、
地域と⼩学校の緩やかなつながりができつつある。

無理のないかたちで被災を振り返り、⾃分たちに何がで
きるのかを考えることで、⼼の復興につながる。

川辺⼩学校3,5年⽣に向けて災害後や防災の取組について講演



防災おやこ⼿帳 配布の準備作業 防災カフェ

真備町・川辺のパパ、ママの被災当時の
エピソードや経験から学んだことを盛り込んだ
⽔害に特化した防災ブック。

私たちと同じ後悔や失敗をしないこと。
⼤切な⼈を災害から守ることができる
ように、願いを込めて。

メディアにも取り上げられ、全国から問い
合わせがあり、初版からの配布累計
４６,０００冊を超えた。

忙しいパパ・ママや防災初⼼者にもわかりやすくするた
め、できる限り優しい⾔葉で⽂字数を少なくした。

↓
⾼齢者・障がい者にもわかりやすい。社内研修などでも
気軽に使いやすい。など、幅広い⽅から⽀持。



防災おやこ⼿帳 配布の準備作業 防災カフェ

災害時の情報共有でつながる

LINEを使ってみよう
⼤⼈も⼦どももやってみよう！

防災体験
避難所開設ってどんな感じ？をイメージ共有

避難所運営ゲーム HUG



避難時、災害後の情報共有のとき、⼤変便利だった
LINEに慣れておく。
参加者同⼠で教え合うことでつながりを広めたり、深め
たりする。

被災後、ガラケーからスマートフォンに変更された⽅の
フォロー。

災害後にできた、LINEグループ「川辺地区みんなの
会」に参加し、地域の情報をえられるようにする。

内容は、基本的なこと。友達追加、メッセージの送信、
スタンプや絵⽂字の使い⽅など。

LINEをつかってみよう



メスティンを使った、災害時にも温かくて美味しい調理の体験。給電
⾞での電気を利⽤して、持ち寄り炊き出し。
参加者が我が家の持ち出し品を紹介。新たに備えたいもの、真似した
いことを共有して、備えのヒントに。
国交省、倉敷市から情報共有、NGOピースウィンズさんからは、⾮常
⽤トイレの展⽰、岡⼭トヨタ⾃動⾞さんの給電⾞の展⽰など、さまざま
な主体と協働し多⾓的な防災研修。⾹川⼤学磯打准教授のアドバイスも
いただいている。

⼦どもも⼤⼈も防災体験会



災害⽀援団体のスタッフからの話で、地震災害についてリアル
にイメージすることができた。

⼤きな災害では地域の⼒で避難所を開設する必要があること
を、みんなで意識する機会になった。

チームによって、何を重要視するのかが違っていて、今後、
川辺防災を進める上で、考えを集約してくことの⼤切さも
知った。
障がい者・病⼈・親とはぐれた⼦ども・外国⼈・ペット同伴
など、災害弱者になり得る⼈の対応については、とても考え
させられた。
ゲームでありながらも、実際の災害発⽣時の難しさを共有するこ
とができた。避難所運営に対しての理解者を増やしていくために
も、継続して⾏いたい。

避難所運営ゲーム HUG



川辺復興プロジェクトあるくは、30年豪⾬の災害直後から、被災地域において活動
を開始し、被災者の⽣活⽀援や交流拠点の運営等を⾏うとともに、多様な主体と連
携の上、研修会やイベントの開催、啓発資材の作成など住⺠ニーズを掘り下げた防
災・減災の取り組みを⾏っている。
“マイ避難先”“避難スイッチ”“持っていくもの”などの具体的な避難のヒントを盛り
込んだ「防災やこ⼿帳」は、全国の希望者に無料配布、活⽤されている。また、⼿
怪な安否確認ツールとして、⻩⾊いタスキを住⺠へ全⼾配布し、迅速な安否確認や
救助を⽬指す「⻩⾊いタスキ⼤作戦」の発案などは、先駆的かつ創意⼯夫に満ちた
取組である。

令和5年防災功労者防災担当⼤⾂表彰

その他の受賞歴
2020年 地域再生大賞 優秀賞 受賞
2021年 岡山県備中県民局 地域づくり推進賞（県民局長賞）受賞




